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笑顔咲く福祉のまちづくりをめざして
～赤い羽根共同募金運動がはじまります～

 ○人とのつながり支え合う喜びを実感　高校生介護等体験特別事業
 ○被災地のために全力を　～県内市町村社協職員　福島県へ～
 ○「社協」の強みを活かした福祉活動をめざして
 　　平成２３年度市区町村社協会長・常務理事・事務局長研修会開催
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 ○平成２３年福岡県社会福祉大会開催案内
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福祉のまちづくりをめざして
～赤い羽根共同募金運動がはじまります～

平成２３年度一般募金目標額：６６６，４７８，３５７円

　赤い羽根共同募金運動は、民間社会福祉事業を支援することを目的として、住民主体の自主的な活動と
して、戦後直後の１９４７年に全国一斉にスタートしました。
　共同募金はその時々の福祉課題の解決のために活用しており、現在は、高齢者の生きがいづくり活動、
子育て支援活動、地域での見守り活動などの地域で暮らすみんなを“笑顔”にする活動、大規模災害時
のボランティア活動を支援するための積立金などに使われています。
　共同募金運動は、各地域の実情に合わせた配分を行うため、各都道府県を単位として行われており、寄
せられた共同募金の約７５％は、募金いただいた各市町村の身近な地域福祉活動に、約２５％は、福岡県
全域を対象にした広域の福祉団体や福祉施設の支援、災害時に備えた積立金等に使われています。
　県民一人ひとりが幸福を感じる心豊かな社会の実現のため、赤い羽根共同募金運動に、あたたかいご支
援、ご協力をよろしくお願いします。

こ
れ
ま
で
に
共
同
募
金
の
配
分
を
受
け
た
施
設
・
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
喜
び
の
声
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
力
が
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
ま
す

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
お
が
た
（
直
方
市
）

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
お
が
た
で
は
、
心
身
に
障
害

や
発
達
の
遅
れ
の
あ
る
児
童
の
成
長
と
そ
の
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
に
、
お
も
ち
ゃ
の
貸
し
出
し
や
遊
び

の
場
所
を
提
供
し
て
お
り
、
直
方
市
社
協
が
そ
の
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
直
方
市
社
協

の
研
修
や
、
広
報
に
よ
り
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
結
成
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
力
を
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
」
と
、
平
成
19
年
７
月
か
ら
手
づ
く
り
の
お

も
ち
ゃ
の
制
作
や
修
理
な
ど
の
活
動
を
開
始
し
、
現

在
は
11
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
手
づ
く
り
の
お
も
ち
ゃ
を
は
じ
め
、

「
日
本
お
も
ち
ゃ
図
書
館
財
団
」
や
住
民
に
よ
る
寄
贈

の
も
の
も
あ
り
、
約
７
７
０
点
の
お
も
ち
ゃ
が
並
び
、

年
間
約
１
２
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
、
温
か

み
の
あ
る
遊
び
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
に
障
害
児
と
そ
の
家
族
、
福
祉
施
設
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
が
、
誰
で
も
遊
べ
ま
す
。
必

―

ず

―

保

―

護

―

者

―

同

―

伴

―

で

―

お

―

願

―

い

―

し

―

ま

―

す

―

。

笑顔咲く

住

直
方
市
大
字
山
部
６
１
６
・
１
４
５

（
直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡

０
９
４
９-

２
３-

２
５
５
１

開

第
２
・
４
火
曜
日　

毎
土
曜
日

時

10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
15
時　

料

無
料

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金 

あ
り
が
と
う
」
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地
域
の
絆
を
育
ん
で
い
ま
す

第
２
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金
杯

校
区
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

＆
社
協
〝
絆
〞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
大
牟
田
市
）

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
大
牟
田
市
支
会
と
大
牟
田
市
社

協
で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
普
及
と
啓
発
、
地
域

住
民
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
９
月
11
日
に
第

２
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金
杯
校
区
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
＆
社
協
〝
絆
〞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
住
民
な
ど
約
２
，
０
０
０
人
が
参
加
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野

外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
大
牟
田
市
支
会
と
大
牟
田
市
社

協
で
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
大

牟
田
の
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く
取
り
組
み
を
、
地
域
住

民
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

糸
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
糸
島
市
の
障
害
児
・

者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
通
し
て
、
地
域
住
民
や
仲
間
た
ち
と
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、９
月
17
日
に
、「
障
が
い
児
・

者
の
ふ
れ
あ
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
10
回
目
を
数
え
、
当
日
は
、
約
３
０
０
人
が

参
加
し
、
参
加
者
か
ら
は
、「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

毎
年
仲
間
に
会
え
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

障
が
い
児
・
者
の

　
　
　

ふ
れ
あ
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

（
糸
島
市
）

送
り
迎
え
や
外
出
に

役
立
っ
て
い
ま
す

福
祉
作
業
所
「
ぽ
こ
・
ぁ
・
ぽ
こ
」

（
福
岡
市
）

　

音
楽
用
語
で
、「
ゆ
っ
く
り
、
少
し
ず
つ
」
と
い
う

意
味
を
持
つ
「
ぽ
こ
・
ぁ
・
ぽ
こ
」
は
、
福
岡
市
南
区

に
あ
る
、
身
体
や
知
的
と
い
っ
た
重
複
障
が
い
の
あ
る

方
が
活
動
す
る
事
業
所
で
す
。

　

作
業
の
時
間
に
作
る
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
、

押
し
花
、
廃
油
石
鹸
は
バ
ザ
ー
な
ど
に
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。
作
品
は
す
べ
て
手
作
り
で
、
作
り
手
の
心
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
ぽ
こ
・
ぁ
・
ぽ
こ
」
で
は
、
平
成
21
年
の
共
同
募

金
配
分
金
の
助
成
を
う
け
、
福
祉
車
両
を
購
入
し
ま
し

た
。
車
両
は
利
用
者
の
方
の
送
り
迎
え
や
外
出
時
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
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３
か
年
指
定
事
業
の
最
終
年
度
で
あ
る
本
年

度
は
、
県
内
４
つ
の
高
等
学
校
か
ら
、
５
日
間

で
延
べ
２
５
２
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
事
前
研
修
と
し
て
、
県
社
協

介
護
実
習
課
が
実
施
す
る
介
護
講
座
を
受
講

し
、
高
齢
者
の
身
体
状
況
や
介
護
に
関
す
る
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
体
験
活
動
で
は
、
慣

れ
な
い
状
況
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
利
用
者
と

会
話
し
た
り
、
施
設
職
員
の
指
導
の
も
と
、
食

事
配
膳
や
車
イ
ス
の
介
助
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
、
折
紙
で
ひ
ま
わ
り
の
花
を
作
り
、
誕
生
日

会
で
そ
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
利
用
者
が
大

喜
び
す
る
と
い
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
、「
高
齢
者
の
目

線
に
合
わ
せ
た
介
助
が
大
事
だ
と
分
か
っ
た
」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
温
か
い
手
で
た
く
さ
ん

頭
を
な
で
て
く
れ
て
、
私
を
必
要
と
し
て
く
れ

て
い
る
人
が
い
る
と
思
う
と
心
が
温
か
く
な
っ

高
校
生
介
護
等
体
験
特
別
事
業

人
と
の
つ
な
が
り
支
え
合
う
喜
び
を
実
感

学　校　名 体験施設名 施設体験 参加延べ
人　　数

久留米市立南筑高等学校 特別養護老人ホーム
山翠園

８月１７日（水）～
８月２０日（土）　 ４８名

福岡県立西田川高等学校 特別養護老人ホーム
寿楽園

８月　８日（月）～
８月１１日（木）　 ６７名

福岡常葉高等学校 特別養護老人ホーム
ちくしの荘

７月３０日（土）　
８月　６日（土）　
８月２０日（土）　
８月２７日（土）　

６３名

福岡県公立古賀竟成館
高等学校

福岡県公立古賀竟成館
高等学校

７月２６日（火）～
　　２９日（金）　 ７４名

　

福
岡
県
社
協
が
、
平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
高
校
生
介
護
等
体
験
特
別
事
業
」
は
、
人
格
形
成
の
う
え
で
重
要
な

時
期
に
あ
る
高
校
生
た
ち
に
、
介
護
体
験
を
通
じ
て
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

介護講座（1日）・施設体験（4日間）の実施状況

た
」
等
、
学
校
教
育
で
は
学
べ
な
い
、
体
験
活

動
か
ら
得
ら
れ
た
感
想
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

た
い
」「
将
来
、福
祉
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
た
ち
の
進
む
道
に
活
か

さ
れ
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援

被
災
地
の
た
め
に
全
力
を

〜
福
岡
県
内
市
町
村
社
協
職
員　

福
島
県
へ
〜

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
全
国
の

社
協
か
ら
被
災
地
支
援
の
た
め
の
職
員
派

遣
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
去
る
７
月
６
日

に
、
福
島
県
社
協
、
全
社
協
、
東
京
都
社

協（
関
東
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）、福
岡
県
社
協（
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
）、
山
形
県
社
協
（
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、
福
島
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
終
了
に
向
け

た
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
①
福
島
県
内
市
町
村
社
協

の
相
互
支
援
体
制
の
見
直
し
、
②
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
支
援
、
③
近
隣
県

か
ら
の
支
援
、
④
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
る
）
い
わ
き
市
社

協
の
状
況
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
の

現
状
や
役
割
、
今
後
の
あ
り
方
等
を
協
議

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
福
島
県
支
援
に
関
し
て
は
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
と
も

に
、
全
社
協
の
方
針
通
り
、
８
月
末
で
ブ

ロ
ッ
ク
派
遣
を
終
了
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
９
月
以
降
は
、
県
外
の
社
協

職
員
の
応
援
が
必
要
な
被
災
社
協
に
対
し

て
は
、
個
別
に
派
遣
調
整
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
福
岡
県
社
協
で
は
、
市
町

村
社
協
に
対
し
、
職
員
派
遣
に
関
す
る
意

向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
28
市
町
村
社
協
か
ら
57
名

の
職
員
派
遣
が
可
能
で
あ
る
と
の
回
答
を

い
た
だ
き
、
そ
の
旨
を
全
社
協
に
報
告
し

ま
し
た
。

福
岡
県
か
ら

　

福
島
県
浪
江
町
社
協
へ

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を
基
に
、

全
社
協
と
被
災
県
社
協
が
調
整
し
た
結

果
、
福
岡
県
は
、
福
島
県
浪
江
町
社
協
へ

の
支
援
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

浪
江
町
は
原
発
30
ｋ
ｍ
圏
内
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
住
民
は
福
島
市
、
二
本
松

市
、
本
宮
市
、
桑
折
町
に
設
置
さ
れ
て
い

る
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

浪
江
町
社
協
で
は
、
二
本
松
市
に
事
務
所

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
４
拠
点
で
仮
設

住
宅
に
お
け
る
支
援
活
動
を
展
開
す
る
た

め
、
生
活
支
援
相
談
員
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。

　

福
岡
県
内
社
協
か
ら
の
派
遣
職
員
は
、

こ
の
生
活
支
援
相
談
員
の
指
導
・
助
言
や

浪
江
町
社
協
の
全
面
的
な
支
援
に
あ
た
り

ま
す
。

　

第
１
陣
と
し
て
９
月
12
日
に
２
名
が
派

遣
さ
れ
、
順
次
２
〜
３
名
の
社
協
職
員
を

12
月
３
日
ま
で
継
続
し
て
派
遣
す
る
予
定

で
す
。

　

浪
江
町
社
協
の
支
援
の
概
要
は
本
誌
で

随
時
報
告
し
ま
す
。

第
１
ク
ー
ル
（
９
月
11
日
〜
20
日
）

　

飯
塚
市
社
協　
　

岡
本　

政
孝　

氏

　

大
刀
洗
町
社
協　

池
松　

昌
亀　

氏

第
２
ク
ー
ル
（
９
月
18
日
〜
27
日
）

　

八
女
市
社
協　
　

椎
窓　

一
貴　

氏

　

筑
紫
野
市
社
協　

益
永　

秀
二　

氏

第
３
ク
ー
ル
（
９
月
25
日
〜
10
月
４
日
）

　

筑
紫
野
市
社
協　

川
上　

尚
計　

氏

　

宮
若
市
社
協　
　

西
中　

公
一　

氏

問
合
せ
先

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

地
域
福
祉
部　

地
域
課

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

派遣に伴う事前説明会
（９月２日　クローバープラザ〈春日市〉）
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域
福
祉
の
推
進
』
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
地
域
福
祉
へ
の
共
通
認
識
が
よ

う
や
く
成
立
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
地
域

福
祉
は
新
た
な
段
階
に
入
り
、
社
協
へ
の

役
割
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

春
日
市
社
協
軽
部
地
域
福
祉
課
長
か
ら

安
心
生
活
創
造
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
の
生
活
状
況
の
把
握
や
ニ
ー
ズ
把
握
に

つ
い
て
、
災
害
を
切
り
口
と
し
て
社
協
職

員
が
地
域
に
入
り
、
地
域
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
事
業
成
果
に

つ
い
て
は
、
市
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
社
協
で
情
報
共
有
化
が
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
や
民
生
委
員
と
連
携
す

る
こ
と
で
さ
ら
に
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、

高
齢
者
へ
の
訪
問
活
動
が
強
化
に
つ
な

が
っ
た
点
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
社
協
の
あ
り
方
や

災
害
時
の
社
協
の
動
き
に
つ
い
て
、
活
発

に
情
報
交
換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
有

意
義
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
地
域
福
祉
の
主
流
化
の

な
か
で
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
」
と

題
し
、
東
京
大
学
大
学
院 

社
会
研
究
室 

武
川　

正
吾 

教
授
に
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
武
川
教
授
は
「
東
日
本
大
震
災

の
中
で
、
日
頃
か
ら
地
域
福
祉
活
動
計
画

づ
く
り
や
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
住
民
参
加

を
実
践
し
て
き
た
と
こ
ろ
は
、
対
応
が
早

か
っ
た
。
ま
た
社
会
福
祉
法
の
中
に
『
地

　

１
日
目
は
本
会
が
５
月
に
市
区
町
村
社

協
を
対
象
に
実
施
し
た
個
別
台
帳
調
査
結

果
の
報
告
及
び
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
支
援
を

行
っ
た
福
島
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
二
十
三
年
度
市
区
町
村
社
協
会
長
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
研
修
会
開
催

「
社
協
」
の
強
み
を
活
か
し
た

福
祉
活
動
を
め
ざ
し
て

　

社
会
福
祉
施
策
の
動
向
等
社
協
を
取

り
巻
く
状
況
が
絶
え
ず
変
化
し
、
社
協

の
必
要
性
・
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い

る
な
か
、「
社
協
の
特
性
や
強
み
を
活

か
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」「
社
協
の

あ
り
方
」
等
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
図

り
、
ま
た
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
災

害
時
の
社
協
の
役
割
を
再
認
識
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
23
年
度
市
区
町
村
社

協
会
長
、
常
任
理
事
、
事
務
局
長
研
修

会
を
８
月
２
日
・
３
日
に
朝
倉
市
（
ホ

テ
ル
パ
ー
レ
ン
ス
小
野
屋
）
で
55
市
区

町
村
社
協
１
１
０
名
の
参
加
を
得
て
、

開
催
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の

地
域
活
動
計
画
づ
く
り

東京大学　大学院
教授　武川　正吾　氏

春日市社会福祉協議会
地域福祉課長　軽部　雅子　氏

　

２
日
目
の
実
践
報
告
で
は
飯
塚
市
社

協
の
有
吉
事
務
局
長
か
ら
災
害
時
に
お
け

る
社
協
と
行
政
の
連
携
に
つ
い
て
、
平
成

20
年
に
起
き
た
商
店
街
火
災
で
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
例

に
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
市
と
の
協
定
な
ど
、
災
害
時

に
は
社
協
が
単
独
で
動
く
の
で
な
く
、
市

や
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
対

応
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
報
告
い

地
域
と
の
連
携
強
化

飯塚市社会福祉協議会
事務局長　有吉　隆　氏
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障
害
者
総
合
福
祉
法

改
革
へ
の
新
し
い
第
一
歩

〜
活
発
な
議
論
を
展
開
〜

　

開
会
式
典
で
は
、
日
野 

博
愛 

福
岡
県
身

体
障
害
者
施
設
協
議
会
会
長
（
全
国
身
体

障
害
者
施
設
協
議
会
会
長
）
の
開
会
挨
拶

に
始
ま
り
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
江
口 

司 

九
社
連
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会
会
長

が
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
永
年
、
身
体
障
害
児
者
施
設

業
務
に
従
事
し
、
貢
献
さ
れ
た
方
々
98
名

に
対
し
、
九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

会
長
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
代
表
謝
辞
で
は
、
小
富
士
園

（
福
岡
県
）
の
中
島
信
雄
さ
ん
が
「
受
賞
を

励
み
に
更
な
る
自
己
の
向
上
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」
と
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
内
閣
府
障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
会
議 

担
当
室
長 

東ひ
が
し 

俊
裕 

氏

が
、「
障
害
者
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
障
害
者
基
本
法
改
正
と
、
去
る
８

月
30
日
の
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
骨
格

に
関
す
る
総
合
福
祉
部
会
」
の
提
言
内
容

等
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

基調講演　東
ひがし

　俊裕　氏

記念講演　永井　智浩　氏

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
①
「
障
害
者
支
援

施
設
の
機
能
と
今
後
の
役
割
」、
②
「
利
用

者
を
中
心
と
し
た
個
別
支
援
計
画
」、③
「
施

設
・
地
域
支
援
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
」、

④
「
就
労
環
境
の
現
状
と
課
題
」
の
テ
ー

マ
別
４
分
科
会
で
、
意
見
発
表
を
聞
き
、

盛
ん
に
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
活
発
な
グ

ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
記
念
講
演
で
は
、
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス　

編
成
・
育
成
部
の
永

井 

智
浩 

氏
（
元
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
投
手
）

に
「
プ
ロ
と
し
て
生
き
る
〜
プ
ロ
野
球
選

手
の
人
材
育
成
者
と
し
て
〜
」
と
題
し
て
、

社
会
福
祉
施
設
と
、
プ
ロ
野
球
界
に
通
ず

る
、
人
材
育
成
、
組
織
と
し
て
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
９
社
で
は
、

二
十
一
世
紀
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会

に
お
い
て
情
報
通
信
の
発
展
と
と
も
に

豊
か
で
健
全
な
社
会
の
実
を
寄
与
す
る

た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・フ
ァ
ン
ド
（
Ｍ
Ｃ
基
金
）

を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
Ｍ
Ｃ

基
金
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
社
会
福

祉
団
体
へ
の
経
済
的
支
援
活
動
」
に
お

い
て
50
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

去
る
９
月
15
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式

で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
支
社
福
岡
支

店
長
古
金
賢
正
様
か
ら
福
岡
県
社
会
福

祉
協
議
会
富
安
節
子
常
務
理
事
に
目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
浄

財
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
推
進
の
た
め

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９月１５日に行われた贈呈式
ＮＴＴドコモ九州支社福岡支店長古金賢正様（左）
福岡県社会福祉協議会富安節子常務理事（右）

　

第
30
回
（
平
成
23
年
）
九
州
身
体

障
害
児
者
施
設
研
究
大
会
が
、『「
新

た
な
道
標
を
見
据
え
て
」
〜
障
害

者
の
権
利
と
求
め
ら
れ
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
は
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
９

月
８
日
（
木
）、９
日
（
金
）
の
２
日
間
、

九
州
各
県
か
ら
約
３
６
０
名
余
の
参

加
を
得
て
、
福
岡
市
の
ホ
テ
ル
セ
ン
ト

ラ
ー
ザ
博
多
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
Ｍ
Ｃ
基
金
か
ら

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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音楽イベント　１１月２０日（日）

１３：０0～ 1４：００
イイヅカコスモスコモン大ホール

日本国際童謡館館長　大庭照子さんも参加！
オーケストラとねんりん合唱団による美声を
ご覧ください。

１２：３０～１６：００
イイヅカコスモスコモン中ホール

歌い継がれてきた民謡に
心かよわせ、感動してください。

１１月１９日（土）～２０日（日）開催のイベント

ふれあい市場
地元名産品や模擬店が大集合！
東日本復興おうえん市場
東北地方の名産品が大集合！
おじいちゃん・おばあちゃんの絵コンクール
県内の小学生が描いた自慢の「おじいちゃん・おばあちゃんの絵」を展示。
シニア美術展
個性あふれる力強い作品が感動を与えます。
地域文化伝承コーナー
折り紙や竹細工など昔懐かしい手作りの文化を再発見。
スポーツレクリエ―ション体験コーナー
子どもから高齢者まで幅広く楽しめるニュースポーツを体験してください。
健康福祉コーナー
あなたの健康状態をチェック！健康相談も行います。
絵手紙体験コーナー
一枚の絵手紙に想いを込めて…。心温まる絵手紙に出会えます。
俳句・短歌交流大会
本年度の優秀作品を展示。
ふくすくキッズ
絵本のよみきかせ、遊具コーナーなど、サロン情報も紹介します。

問い合わせ先
　福岡県ねんりんスポーツ・文化祭実行委員会事務局
　（福岡県社会福祉協議会　地域福祉部　生きがいづくり課）
　　TEL　０９２－５８４－１４０１　FAX　０９２－５８４－３７９４

合唱フェスティバル 民謡コンクール
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はつらつとした高齢社会を築くはつらつとした高齢社会を築く

１１月１９日（土）・２０日（日）　イイヅカコスモスコモンほか 入場無料

　本大会は、高齢者のスポーツ・文化活動を通じた生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりを積
極的に支援し、はつらつとした高齢社会を築くことを目的に平成１３年度から開催しています。
　第１１回目となる今回は、平成２３年１１月１９日（土）から２０日（日）の２日間にわたり、
飯塚市のイイヅカコスモスコモンを主会場に筑豊地域で開催いたします。
　当日はファッションショー、ふれあい市場、合唱フェスティバル、民謡コンクールなど多彩な文
化イベントを開催します。多くの皆様のご来場を心からお待ちしています。

１１月１９日（土）開催イベント

1３：００～ 1５：１０
イイヅカコスモスコモン大ホール

○オープニングアトラクション
　直方市老人クラブ連合会による
　直方日若踊（福岡県指定無形民俗文化財）
○総合開会式
○記念講演
　講師　野球解説者　タレント

板東　英二　氏

　演題「板東英二のがむしゃら人生」

１５：３０～１６：３０
イイヅカコスモスコモン展示ホール

テーマ
「元気ふくおか『その秘訣はオシャレ』!!」

　県内各地のオシャレ好きで元気な高齢者が
集まり華やかなファッションショーを繰り広
げます。

総合開会式・記念講演 ねんりんファッションショー

第10回ねんりんファッションショー
最優秀賞　中山　ヌイ子 氏

第11回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭開催
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福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
岡
県

共
同
募
金
会
は
、
平
成
23
年
10
月
21
日

に
、
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
、

「
平
成
23
年
福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

大
会
趣
旨

　

厳
し
い
社
会
・
経
済
情
勢
が
続
く
地
域

で
は
住
民
の
生
活
課
題
が
多
様
化
し
、
従

来
の
福
祉
制
度
だ
け
で
は
対
応
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽

有
の
大
災
害
に
直
面
し
た
今
、
改
め
て
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
に
お
け
る
新
た

な
支
え
あ
い
の
仕
組
み
の
構
築
が
急
務
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
支
え
る

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
制
度
・
施
策
は
、

そ
の
財
源
問
題
や
地
方
分
権
・
地
域
主
権

の
流
れ
と
相
俟
っ
て
大
き
く
見
直
さ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
、
私
た
ち
社
会
福
祉
関
係

者
に
と
っ
て
も
、
そ
の
対
応
が
重
要
な
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

読売新聞東京本社　社会保障部
次長　猪熊　律子　氏

社
会
福
祉
法
制
定
60
周
年
記
念

平
成
二
十
三
年　

福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
案
内

　

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
社
会
福
祉
関

係
者
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
成
果
を
踏
ま

え
、
そ
の
時
々
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
存
在
意
義
を
示
す

と
と
も
に
、
誰
も
が
心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　

本
大
会
は
、
昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た

社
会
福
祉
事
業
法
（
平
成
12
年
、
社
会
福

祉
法
に
改
正
）
の
60
周
年
と
い
う
節
目
の

年
に
あ
た
り
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
情

勢
を
踏
ま
え
、
改
め
て
社
会
福
祉
関
係
者

に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
視
点
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
連
帯
し
て
地
域
の
課
題
解

決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
契
機
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

記
念
講
演
に

　
　
　
　

猪
熊　

律
子　

氏

（
読
売
新
聞
東
京
本
社　

社
会
保
障
部
次
長
）

　

猪
熊
律
子
氏
は
、
昭
和
60
年
に
読
売
新

聞
社
に
入
社
後
、
岩
手
県
盛
岡
支
局
、
婦

人
部
、
生
活
情
報
部
な
ど
を
経
て
、
平
成

12
年
３
月
か
ら
社
会
保
障
部
記
者
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
、年
金
、介
護
、

少
子
化
な
ど
の
社
会
保
障
問
題
を
ご
担
当

さ
れ
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
現
職
に
就
か

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
問
題
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
多
数
出

演
に
加
え
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
発
行

の
「
月
刊
福
祉
」
の
編
集
委
員
と
し
て
も

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
と

社
会
福
祉
関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
」

と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

大会スケジュール

問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

総
務
部　

総
務
課

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

○日　時　　１０月２１日（金）１３時から１５時３０分
○会　場　　クローバープラザ　アリーナ棟　大ホール（春日市原町３丁目１番地７）
○日　程
　　　１３：００　　開会（受付　１２時）
　　　１３：０５　　記念講演
　　　　　　　　　　「これからの社会保障と社会福祉関係者に求められる役割」
　　　　　　　　　　読売新聞東京本社　社会保障部次長　猪熊　律子　氏
　　　１４：１５　　休憩
　　　１４：３０　　総会・式典
　　　１５：３０　　閉会



福岡県社会福祉協議会理事・監事・評議員の改選について

　福岡県社会福祉協議会の役員・評議員の任期満了に伴う改選が、去る８月３０日開催の第２４７回理事
会並びに第１４７回評議員会において行われ、９月２日からの新役員・評議員として下記の方々が選任さ
れました。

顧　問
役職名 氏　名 所　　　属

顧　問 小川　　洋 福岡県知事

〃 原口　剣生 福岡県議会議長

理　事
役職名 氏　名 所　　　属 役員の区分

理事（会　長）平山　良明 西部ガス株式会社相談役 ３号理事

理事（副会長）名和田　新 福岡県立大学学長 ３号理事

〃 原　　嘉伸 福岡県老人福祉施設協議会会長 １号理事

〃 芳賀　晟壽 北九州市社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 江頭　貞元 飯塚市社会福祉協議会会長 ２号理事

理　　事 日野　博愛 福岡県身体障害者施設協議会会長 １号理事

〃 万田　　康 福岡県保育協議会副会長 １号理事

〃 森田　公一 福岡県社会福祉施設経営者協議会会長 １号理事

〃 執行　利孝 福岡県民生委員児童委員協議会会長 １号理事

〃 松永　千之 福岡県身体障害者福祉協会理事長 １号理事

〃 山﨑　吉春 福岡県老人クラブ連合会会長 １号理事

〃 山﨑　安則 福岡県ボランティアセンター運営委員会委員長 １号理事

〃 本田　正寛 福岡市社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 福本　義雄 宗像市社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 花田　兎一 篠栗町社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 川地東洋男 久留米市社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 境　　洋一 大木町社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 松尾　　徹 鞍手町社会福祉協議会会長 ２号理事

〃 服部誠太郎 福岡県福祉労働部部長 ３号理事

〃 松田　重徳 元福岡県社会福祉協議会常務理事 ３号理事

理事（常務理事） 富安　節子 福岡県共募・センター常務理事 ３号理事

監　　事 吉岡　正憲 福岡県済生会常務理事

〃 河内　信行 西日本新聞民生事業団事務局長

〃 南里　勝利 福岡商工会議所常務理事

評議員名簿
役職名 氏　名 所　　　属

１号評議員 平田ルリ子 福岡県乳児院協議会会長

〃 西田　稔夫 福岡県児童養護施設協議会会長

〃 渡辺　英秋 福岡県母子生活支援施設協議会会長

〃 小峠　　繁 福岡県知的障害施設協議会会長

〃 和田　徳行 福岡県婦人保護･救護施設協議会会長

〃 藤田　君子 福岡県母子寡婦福祉連合会理事長

〃 赤木　睦男 福岡県里親会会長

〃 古賀　和広 福岡県ボランティアセンター運営委員会副委員長

任期　平成２３年９月２日から
　　　平成２５年９月１日まで

役職名 氏　名 所　　　属

２号評議員 宮原　深海 門司区社会福祉協議会会長

〃 加藤美佐子 戸畑区社会福祉協議会会長

〃 青木　　武 東区社会福祉協議会会長

〃 角　　博美 西区社会福祉協議会会長

〃 小林　俊児 筑紫野市社会福祉協議会会長

〃 金堂　正芳 春日市社会福祉協議会会長

〃 松島　幹彦 太宰府市社会福祉協議会会長

〃 近藤　淸志 古賀市社会福祉協議会会長

〃 力丸　司郎 福津市社会福祉協議会会長

〃 高橋　行男 那珂川町社会福祉協議会会長

〃 八尋　利美 筑前町社会福祉協議会会長

〃 西村　　直 大牟田市社会福祉協議会会長

〃 田島　隆義 柳川市社会福祉協議会会長

〃 田中　瑞廣 筑後市社会福祉協議会会長

〃 金子　次男 大川市社会福祉協議会会長

〃 坂手　　進 うきは市社会福祉協議会会長

〃 生清　　純 みやま市社会福祉協議会会長

〃 柳　　　好 大刀洗町社会福祉協議会会長

〃 山中　敏弘 豊前市社会福祉協議会会長

〃 山口　隆人 中間市社会福祉協議会会長

〃 古野　満男 宮若市社会福祉協議会会長

〃 村上　曙生 嘉麻市社会福祉協議会会長

〃 松田　貢二 水巻町社会福祉協議会会長

〃 白石　勝彦 福智町社会福祉協議会会長

〃 梅本　　正 みやこ町社会福祉協議会会長

３号評議員 眞部　利應 九州電力株式会社代表取締役社長

〃 永守　良孝 ＲＫＢ毎日放送株式会社代表取締役社長

〃 清水　　晃 株式会社西日本新聞社相談役

〃 進藤　宗洋 福岡大学名誉教授

〃 松田峻一良 福岡県医師会会長

〃 吉村　敏幸 福岡県弁護士会会長

〃 南里　辰己 福岡県町村会会長

〃 岡田　弘明 日本赤十字社福岡県支部事務局長

〃 宮﨑　　親 福岡県保健福祉環境事務所代表

〃 木下　幸子 福岡県地域婦人会連絡協議会会長

１号理事・評議員
　公私社会福祉事業施設及び団体並びに民生委員児童委員等
　社会福祉奉仕者又はその代表者
２号理事・評議員
　市、区、町、村社会福祉協議会の代表者
３号理事・評議員
　社会福祉関係公務員及び団体並びに学識経験者

福岡県社会福祉協議会役員・評議員名簿
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高
齢
者
サ
ー
ク
ル
紹
介
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ
先

（
サ
ー
ク
ル
取
材
も
承
り
ま
す
）

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

　

℡
（
０
９
２
）
５
８
４-

１
４
０
１

　

今
回
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
紹
介
で
す
。

去
る
８
月
18
日
（
木
）
春
日
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
Ｊ
Ａ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
の
炎

天
下
の
中
、
春
日
市
内
の
10
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
春
日
大
谷
チ
ー

ム
の
一
員
で
あ
る
村
上
泉
さ
ん
（
79
歳
男

性
）
で
す
。
村
上
さ
ん
は
、
福
岡
県
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
連
合
理
事
協
議
審
判
担
当
、
中

部
支
部
支
部
長
で
も
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
は
、
退
職
後
に
友
人
に
勧
め
ら
れ

て
始
め
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
、

競
技
中
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
打
っ
た
球
の
番
号

と
位
置
を
正
確
に
覚
え
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
５
人
１
組
の

２
チ
ー
ム
対
抗
で
行
い
ま
す
。
球
は
、
一

チ
ー
ム
５
球
使
い
ま
す
。
相
手
チ
ー
ム
の

も
の
と
合
わ
せ
た
ら
合
計
10
球
の
球
の
番

号
と
位
置
を
覚
え
て
お
く
こ
と
は
、
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
球
は
競
技
が

し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、「
競
技
と
し
て
は

ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
作
戦
と
し
て
は
囲
碁
将
棋
」

と
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え
て
、
表
現
し
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

清
高
さ
ん
は
、
過
去
２
回
、
熱
中
症
で

病
院
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
こ
ま

め
に
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
、
首
と
脇
の

下
に
保
冷
剤
を
貼
る
こ
と
、
塩
あ
め
な
ど

を
食
べ
て
塩
分
補
給
を
す
る
こ
と
な
ど
一

日
で
も
長
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
よ

う
に
健
康
管
理
に
気
を
配
っ
て
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
５

人
で
助
け
合
う
競
技
な
の
で
、
協
調

性
が
必
要
と
さ
れ
る
競
技
で
す
。
そ

の
点
、
人
生
と
一
緒
で
す
ね
。」
と
お

話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
球
に
思
い
を
込
め
て

そ
の
一
球
に
思
い
を
込
め
て

集中してねらいを定めます。

笑顔がにこやかな清高さん

進
む
度
に
場
所
が
変
わ
る
の
で
す
。
ま
さ

に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
頭
脳
戦
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
村
上
さ
ん
は
、
体
だ
け
で
は

な
く
、
意
識
し
て
脳
も
鍛
え
て
あ
る
の
で
、

心
身
と
も
に
若
々
し
く
見
え
る
方
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
村
上
さ
ん
に
今
後

の
目
標
を
伺
い
ま
す
と
、
90
歳
ま
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
、
い
つ
か
福
岡
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
世
界
大
会
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

春
日
大
谷
チ
ー
ム
は
現
在
７
名
で
、
平

均
年
齢
は
74
歳
で
す
。
毎
日
、
春
日
大
谷

小
学
校
校
庭
に
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
に
出
場
さ
れ
て
い

た
清
高
サ
チ
ヨ
さ
ん
（
85
歳
女
性
）
は
、

平
日
の
午
前
中
は
毎
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

練
習
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
住
ん
で

い
る
お
嫁
さ
ん
か
ら
も
「
お
母
さ
ん
が

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
行
か
な
か
っ
た
ら
心
配

だ
か
ら
。
頑
張
っ
て
練
習
に
行
っ
て
来
て

ね
。」
と
毎
朝
見
送
っ
て
い
た
だ
く
そ
う

で
す
。〝
何
事
も
や
り
始
め
た
ら
と
こ
と

ん
や
る
〞
と
い
う
清
高
さ
ん
は
、
審
判
の

資
格
も
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
出
に
残

る
試
合
は
、
世
界
大
会
に
２
回
出
た
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
去
年
の
韓
国
・
台
湾
・
日

本
の
交
流
大
会
で
は
選
手
宣
誓
も
さ
れ
ま

競
技
は
頭
脳
戦

競
技
は
頭
脳
戦

協
調
性
も
大
切
に

協
調
性
も
大
切
に
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　このページは、ＱアンドＡ形式で、法律に関わる、高
齢者の生活問題について取り上げ、それに対する対応策
や制度について紹介します。相談あれこれ

ちょっ
とひと

息
～認知症介護体験談紹介～

　私の家庭も同じように、認知症の祖母を在宅で７年間介護してきました（３０歳男性）。毎日の食事や排泄介助に
などに加え、昼夜逆転による徘徊など、相談者と同じように、いつまで続くか解らない介護に不安を感じていました。
そんな中、母が体調を崩し、自宅の近所に認知症グループホームが開所されたこともあり、祖母の入居を希望しました。
　グループホームは認知症の方が、穏やかに過ごせる環境が整えられており、祖母も認知症特有の問題行動が少なく
なり、精神面の安定が伺えます。また、食事の準備や掃除・洗濯をスタッフと一緒に行う事ができ、 日常の生活をス
タッフの助けを得ながらできる事が祖母にとっての「楽しみ」であり、「リハビリ」になっているようです。
　在宅で介護していた時には見られなかった祖母の穏やかな笑顔を見ると、認知症が進行するにつれ「自分はどうなっ
てしまうのだろうか」という恐怖心や、「当たり前のようにできていたことができなくなる」という不安を抱えてい
たのかもしれないと、認知症の祖母の気持ちを理解しようと心がけるようになりました。
　今では、祖母も含め家族全員がそれぞれの時間を大切にし、「認知症」とうまく付き合うことができています。

認知症電話相談（高齢者総合相談事業）についてのご案内
　認知症予防に関する質問、認知症の症状、介護の仕方等に関する相談、家族介護における心構えや
具体的な接し方、介護疲れや悩みの相談などお気軽にご相談ください。

○問 合 せ 先　福岡県社会福祉協議会　　TEL ０９２－５８４－３３１７
○担当相談員　介護経験者（認知症の人と家族の会福岡県支部）
　　　　　　　　相 談 日　火曜日、金曜日　相談時間　１０：００～１６：００
○担当相談員　保　健　師（福岡県在宅保健師若草会）
　　　　　　　　相 談 日　木曜日、土曜日　相談時間　１０：００～１６：００

　認知症の義母の在宅介護をして、今年で５年目になります。私の家族は４人家族ですが、家族の仕事の関係で、
日中は私が一人で義母の介護をしている状況です。休みの日などは、家族が交替で介護にあたりますが、最近は
いつまで続くか解らない介護に気持が辛くなり、精神的に負担に思うことが多くなりはじめました。義母と喧嘩
をする機会も増え、家庭内が暗い雰囲気になることもあります。これからも家族で協力し合い、義母の介護を頑
張っていこうと思います。家族で介護するときのポイントがあれば教えてください。

認知症の祖母の在宅介護において、
家族で介護をするポイントを教えてください。Q

　介護は一人で抱え込むとうまくいきません。介護にあたる家族や周囲の人は、一人で孤立しないようにし、な
るべく多くの人が少しずつ力を出し合って役割を分担し、一人の人に大きな負担がかからないようにすることが
大切です。
　また、デイサービスなどを上手に使って、息抜きの時間を意識的に作り、自らリフレッシュするように心がけ
てください。公的サービスや相談機関を利用することで、介護者自身も相談相手と出会うことができます。

少しずつ力を出し合い役割分担をA
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を
設
け
、
相
談
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
対
象
者

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
低
所

得
世
帯
（
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
低
所
得

世
帯
と
な
っ
た
場
合
も
含
む
）

資
金
種
類

①
一
時
生
活
支
援
費

　

生
活
の
復
興
の
際
に
必
要
と
な
る
経
費

②
生
活
再
建
費

　

 

住
宅
の
移
転
費
、
家
具
什
器
費
等
の
購

入
に
必
要
な
経
費

③
住
宅
補
修
費

　

住
宅
補
修
等
に
必
要
な
費
用

※ 
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
参
い
た
だ
く
も
の

健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
り
災
証

明
書
、
被
災
証
明
書
、

生
活
再
建
費
を
申
し
込
む
際
の
見
積
書

親
戚
・
知
人
宅
に
避
難
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
親
戚
・
知
人
の
健
康
保
険
証
、
運
転

免
許
証
等
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
へ

〜
福
岡
県
に
お
け
る
就
職
支
援
の
ご
案
内
〜

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
低
所
得
者
に
対
し

て
、当
面
の
生
活
に
必
要
な
経
費
等
を
貸
付
け
、

生
活
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
に
新
た
に
生
活
復
興
支
援
資
金

目　
　

的

　

子
育
て
支
援
者
が
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
不
安
や

悩
み
、
必
要
と
し
て
い
る
支
援
を
知
る
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返
り
、

今
後
の
支
援
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

主　
　

催

　
社
会
福
祉
法
人　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

協　
　

賛

　

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　

（ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

モ
バ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
）

期
日
・
会
場

　

平
成
23
年
11
月
１
日

　
　

10
時
か
ら
15
時

　
　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
（
春
日
市
原
町
３-

１-

７
）

　
　
　
　
　
　

５
０
８
研
修
室

対
象
者

県
内
で
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
地
域
の

子
育
て
支
援
に
関
わ
る
方

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

市
区
町
村
社
協
職
員
、
市
区
町
村
職
員
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員　

子
育
て
中
の
方　

等

information

１０月から１２月までの
行事予定等を紹介します

生
活
福
祉
資
金
貸
付
（
福
祉
資
金

〔
生
活
復
興
支
援
資
金
〕）の
ご
案
内

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

〈
申
込
先
・
問
合
せ
先
〉

　

申
込
先

　

 

避
難
先
の
最
寄
り
の
市
区
町
村
社
会
福

祉
協
議
会

　

資
金
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

生
活
福
祉
資
金
課

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

内　
　

容

・
講　
　

演

　

 　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
事
例
を
踏
ま

え
、
今
後
必
要
と
な
る
子
育
て
支
援
活

動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

演　
　

題

　
　
「
親
子
が
集
ま
る
現
場
か
ら
」

　
　

 

〜
子
育
て
支
援
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
（
仮
題
）

　

講　
　

師

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び
ー
の
び
ー
の

　
　

理
事
長　

奥
山　

千
鶴
子　

氏

・
実
践
報
告

　
　

報
告
者

　
　
　

マ
マ
＆
シ
ェ
ア

　
　
　

代
表　

菅
原　

聡
美　

氏

　
　
　

親
育
ち
支
援
の
会
ポ
ト
フ

　
　
　

代
表　

隈
部　

泰
子　

氏

定　
　

員　

１
０
０
名

参
加
費　

無　

料

申
込
方
法

　

下
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
平
成
23
年
10
月
25
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
子
育
て
支
援
研
修
会

子
育
て
支
援
に
か
た
ろ
う

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
部

　
　
　

子
育
て
支
援
事
業
推
進
室

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
７
８
５
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